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「時間の積極的活用を！」
最近、体調を崩す生徒が多く見られ心配しています。３学期は学習面での最後の

追い込みをかける時期であり、部活動や友達関係などにおいて様々な悩みを抱える

ことが増えてくることも予想されます。心身のバランスを崩すとストレスをため込ん

で、やる気が出ない原因にもなります。どうしても切り替えができずに困っている人

は、友達や先生に相談してみましょう。そして、限られた時間を有効に過ごすことで、

充実した気持ちで学校生活を頑張っていきましょう。

来週の予定 ○印は授業 ●印は行事等

１校時 2校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時

３日（月） ○ ○ ○ ○ ○

Ｂ案 □部休日 □お弁当の日

□生徒会専門委員会（放課後） □給油日（清掃時）

＜整理と対策【数学１０】＞

４日（火） ○ ○ ○ ○ ○ ○総合

Ｂ案 □修学旅行班別自主研修計画作成（６校時）

□障害を学ぶ交流体験・育成プログラム（１組/４組）

※教育相談週間～７日 ＜整理と対策【英語１０】＞

５日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｂ案 □郡山市小中学校優秀選手のつどい14:00市役所

＜整理と対策【理科１０】＞

６日（木） ○ ○ ○ ○ ○ ○学活

Ｂ案 □給油日（清掃時）

□障害を学ぶ交流体験・育成プログラム（２組/３組）

＜整理と対策【社会１０】＞

７日（金） ○ ○ ○ ○ ○ ○総合

Ｂ案 □修学旅行班別自主研修計画作成（６校時）

＜整理と対策【国語１１】＞

８日（土） □インターンシップ体験発表会（職場訪問体験発表）

１１：３０日和田地域交流センター ２年生7名参加

県ＰＴＡ連合会主催「水俣との交流事業」（１２／２１～１２／２４）に参加して・・・

『素晴らしい経験』 ２の５ ＹＳくん
私は、今回の「水俣との交流事業」にて、一生忘れることのない思い出そして様々な経験

を積むことができました。

今回の事業に参加する以前は、水俣病と聞くと社会の授業で聞いた水銀による公害病と

いう、ただそれだけの認識しかしていませんでした。ですが実際に現地に赴き、水俣の空気

にふれ、水俣病の語り部の方や水俣の生徒の方々と交流することで、私の中で水俣病とい

うものについての考えが大幅に変わり、深まりました。

私が知って驚いたことは、病気による「差別」です。公害によって一番恐ろしいのは病気

そのものではなく、周囲の人々による差別や偏見だと聞き、私は故郷福島との共通性を感

じることができました。当時水俣では「水俣」とつくだけで物が売れなくなったり、何も知らな

い人に虐げられとても苦しい思いをしたそうです。これは今の福島にも言えることではない

でしょうか。実際今の福島では、原発事故による放射線問題で苦悩している人々がいます。

やはりそれは偏見による差別や風評被害などがあるからだと思います。

しかし、水俣は多大なる努力をし偏見や差別を乗り越えることで、今日の環境モデル都市

という地位を築き上げました。福島が水俣から学ばなければいけないことはたくさんありま

す。是非私が今回の事業で学んだことを、地域の復興に役立てていきたいと思います。

最後に、この４日間という短い期間に私は様々な事を体感し、心から楽しむことができま

した。これも最高の班のみんなのお陰でした。そしてこのような機会を与えてくださった福島

県ＰＴＡ連合会や水俣の方々、関係してくださった方々に感謝します。本当にありがとうござ

いました。

■郡山市小中学校書きぞめ展
１／３１（金）～２／２（日） ９：００～１７：００

郡山市民文化センター展示室（１階）
「中学校長会長賞」 ＷＭくん
「特選」 ＳＭさん ＨＲさん ＡＭさん
「入選」 ＴＡさん ＨＮさん ＡＫさん

ＭＨさん ＭＹさん ＫＹさん
ＫＡさん ＧＫさん ＴＭさん
ＳＮさん ＴＳさん

※市内の中学２年生が書いた木簡も同時に展示してあります。
■郡山支部剣道錬成大会 ２年男子の部第２位 ＴＫくん

２年女子の部第１位 ＩＭさん
■Ｓリーグソフトテニス大会県中地区大会 男子ソフトテニス部第３位


